
 

② 第 2 回福智町地域公共交通会議（対面開催：令和 5 年 3 月 22 日） 

日  時：令和 5 年 3 月 22 日（水）1４：00～15：00 

場  所：福智町公民館 金田分館 

出席者：18 名（敬称略） 

所属団体・推薦団体 委員職名 委員氏名 

福智町商工会 会長 池田 昇 

西鉄バス筑豊株式会社 田川支社 支社長 田口 勝啓 

田川構内自動車 株式会社 総務部長 長井 智章 

有限会社プラス観光 代表取締役 石山 吏生 

平成筑豊鉄道株式会社 運輸事業部長 石松 祥宏 

福智町老人会 会長 松尾 重義 

九州運輸局福岡運輸支局 支局長 
久世 和彦 

（代理：西脇） 

福岡県筑豊地区タクシー協会 会長 嘉久 礼子 

公立大学法人福岡県立大学 人間社会学部准教授 美谷 薫 

福岡県田川県土整備事務所 用地課 管理係長 渕上 大輔 

福岡県田川警察署 交通課 交通総務係主任 田中 一実 

福智町社会福祉協議会 事務局長 中野 雅浩 

福智町 総務課長 長野 士郎 

福智町 高齢障がい福祉課 森野 道正 

福智町 健康子育て支援課 小松 卓美 

福智町立図書館 ふくちのち 館長 井上 憲治 

福岡県企画・地域振興部 交通政策課 交通総務係長 田辺 好徳 

上野焼協同組合 理事長 髙靏 享一 

 

【議事内容】 

１ 開会および副会長挨拶 

２ 議題 

（１） 実証運行開始について 

（２） 各種調査結果報告 

（３） 実証運行継続、本格運行について 

（４） 新モビリティサービス事業計画（案）について 

３ その他 
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【議事概要】 

＜１．開会および副会長挨拶＞ 

  ■事務局 

・ 福智町地域公共交通会議 森会長が1月31日に逝去。そのため、本日の会議では福智町地域

公共交通会議設置要綱 第6条5項に基づき池田副会長が会長を代理する。 

 

＜２．議題＞ 

（１）実証運行開始について 

  ⇒意見なし 

 

（２）各種調査結果報告 

  ⇒意見なし 

 

（３）実証運行継続、本格運行について 

  ■プラス観光：石山委員 

・ 運転手は国土交通大臣認定運転者講習だけではなく、健康診断も実施した方が良い。安全運行

のために運転手の健康状態を１年に一度は把握しておいた方が良い。 

⇒事務局：社会福祉協議会との契約の中で健康診断実施も盛り込む予定であり、健康状態の把握

に努めていきたい。 

  ■福岡運輸支局：西脇委員 

・ 10 月以降の本格運行にあたって自家用有償旅客運送の実施主体を社会福祉協議会としている

が、まずは既存の交通事業者での運行を検討した上で、それが困難である場合のみに自家用有

償旅客運送が可能となる。既にそうした検討を行い、既存事業者と調整を図っているのか。 

⇒事務局：福智町地域公共交通計画策定段階において、既存交通事業者へのヒアリング結果をふ

まえ、社会福祉協議会による自家用有償旅客運送の検討を掲げている。今後、具体的

な検討の段階で再度事業者への確認を取りながら手続きを進めていきたい。 

・ 今後有償化を検討する際、安い料金で多くの乗降ポイントを設けると単なる安いタクシーとなりえる。

既存タクシー事業者との住み分けを考慮することが望ましく、乗合率向上も意識しておいてほしい。 

⇒事務局：乗合率向上については、例えば AI オンデマンドシステムのパラメーター変更で若干調整

できると聞いており、今後はシステム会社とも検証を考えていきたい。 

  ■福岡県立大学：美谷委員 

・ 利用者が順調に増えてきているが、今後も増加傾向が続いた際の車両運用等のオペレーションは

どのような対応を考えているのか。 

⇒事務局：未だ福祉バス利用者が一カ月 2 千人程度いるため、今後もふく～るバス利用者増加を

予想している。現在は 3 台体制で運行しているが予備車両 2 台も確保しており、利用者

が増えてきた際は運行車両増も検討していきたい。 

また、電話オペレーターからもピーク時の電話対応も課題も出てきており、社会福祉協議

会と調整を図りつつ随時対策を検討してきたい。 

  ■福智町老人会：松尾委員 

・ 4 月 13 日に老人会役員の会合を予定している。ぜひふく～るバスの説明を行ってほしい。 

⇒事務局：提案頂いた会合には説明に伺いたい。また、未だふく～るバス利用者したことがない方向

けには、機会を設けて説明には努めていきたい。 
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  ■西鉄バス：田口委員 

・ 運輸支局へ確認となるが、自家用有償運送を行う際の乗務員向けの適性診断は必要となるのか。 

⇒運輸支局：適性診断は義務化されていない。安全運行を考慮し可能であれば実施した方が良い。 

 

（４）新モビリティサービス事業計画（案）について 

  ■福岡運輸支局：西脇委員 

・ 当該補助事業について、令和 4 年度は 4 月 1 日～5 月 10 日の期間で募集があった。令和 5 年

度にも同様の時期に募集が出ると想定される。募集開始の際は国土交通省九州運輸局交通企

画課から各自治体へ案内を発信する予定。 

 

＜3．その他＞ 

 ■ふくちのち：井上委員 

・ ふく～るバス利用者か高評価を得ており、更に運転手や電話オペレーターの対応に高い評価を得

ていることは、こうした取り組みを進めていく上でとても重要なことだと思う。 

課題として挙げられている電話予約が困難な方に対して、高齢者大学やスマホ教室などで予約

方法についての説明を行うことが良いと思う。その際はふくちのちとしても協力していきたい。 

 

以上 
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